
東彼杵町農業委員会総会議事録 

 

1. 開会日時  令和 5 年 4 月 25 日（火）   午後 1 時 30 分～ 

 

2. 開催場所  東彼杵町総合会館 2 階 大会議室 

 

出席委員 

会長 

4 番 

8 番 

12 番 

 

欠   席 

出口 武美 

欠   席 

清心由紀美 

 1 番 

5 番 

9 番 

13 番 

 

迎  幸枝 

林田佐知雄 

入江 政幸 

森  重幸 

2 番 

6 番 

10 番 

 

 

欠   席 

山口 壽博 

川井 一生 

3 番 

7 番 

11 番 

福田 光宏 

森  計人 

森田  誠 

 

 

事務局及びその他の出席者 

 

      事務局長 楠本 信宏     書記  前田 篤史   木場 香   中山 楓 

 

 

3. 議事録署名委員の指名について 

 

 

4. 報告事項 

 予定なし 

  

5.  議  事 

議案第 1 号 農地法第 3 条の規定による許可申請について 

議案第 2 号 農地中間管理事業による農地利用集積計画について 

 

6. その他  

 令和 5 年 3 月総会における意見 

 農業者年金について 
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揃いましたので令和 5 年度第 1回農業委員会総会を開始します。 

本日はですね、2 番宮脇さんですね、と 8 番の西田さん、推進委員さんで松尾委員さ

んと大原さん。森土雄さんが連絡ないのでちょっとみえてないです。そして会長がお

休みという事で、本日の議事は森重幸さんが行います。よろしくお願いします。 

 

それでは皆さんこんにちは。西坂会長が私用で来れませんので、私が今日は代わって

行いますのでよろしくお願いいたします。 

まずは議事録署名委員ですけども、12 番の清心さんと、1番の迎さんよろしくお願い

いたします。 

それでは報告事項については、今のところはないという事ですのでよろしくお願いし

ます。 

早速ですけど議案に入っていきます。議案第 1 号農地法第 3 条の規定による許可申請

について 5件程ありますので、事務局よりよろしくお願いします。 

 

3 ページご覧ください。農地法第 3 条の規定による許可申請について、農地法関係事

務処理要領の第１の２の(１)の規定により、意見を決定するため審議を求めます。 

5 件とちょっと多いですけれども、説明していきます。 

 

１件目、まず駄地郷の 339、341-1、343-1、田 3筆、2,131 ㎡。賃貸借権の設定となっ

ております。備考に書いておりますけども、物納で米を 1袋 3 筆合わせて 1 袋分です。

あとその他野菜を少しやるという事でした。申請事由につきましては経営規模拡大と

いうことで、借受人が令和 4 年ぐらいからですね駄地のほうで農地の借入をされてい

まして、今回また拡大していきたいという事で申請をされております。 

 

2 件目に行きます。三根郷の 1050-1、1051、田１筆、畑１筆、2 筆で 740 ㎡。理由と

しては耕作管理が困難であるということで、買い受けると。売買で 2筆で 20 万円とい

う内容になっております。 

 

次のページに行きます。次が平似田郷ですね。946、947、983-1、986，1019、1039、

1040、1043、田が 7 筆、畑１筆、8 筆で 4,502 ㎡です。所有権移転、売買となってお

ります。右の方に色々書いているんですけども、8筆で 120 万円、反で約 26.7 万円の

売買となっております。で譲受人は大村市で解体業を経営しており、社員さんと共同

で作業する予定です。令和 4 年 10 月に駄地郷の農地を取得済みということで、ここ以

外にも駄地のほうで昨年農地を取得されておりまして、そこについてはまだ耕作準備

中なのか、野菜とかを作るように進めているようです。水稲が主に作られます。畑に

は野菜を作られる予定で、規模をまた拡大される申請となっております。 

 

続いて 5 ページですけれども、4 件目が里郷の 1780-1、田 1 筆、267 ㎡。理由として

は、隣接地のため譲り受けるということで、1 筆売買の 3 万 3000 円となっておりま



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

渡邉委員 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

す。 

 

5 件目が中岳郷ですね。ちょっと数が多いので地番は省略いたします。6ページの一番

下に数を書いてますけども、田んぼが 8 筆、畑が 1 筆、他 10 筆。樹園地のことです

ね、茶畑ですね。19 筆で 11,965 ㎡。 

右の方に申請事由書いておりますけども、当事者が土地、家屋等を全て贈与したいと

いう事で、その譲受人が新規就農をしたいということで、役場にも何度かご相談に来

ていただいていたんですけども、家屋を含めて譲渡人から贈与を受けてこちらに移住

をされるという計画になっております。で、その前に農地を確実にもらえるようにと

いう事で、許可を取られている状況です。実際いきなりはできないので、譲渡人さん

に農作業を手伝ってもらいながらしてもらう予定ですというお話でした。譲受人さん

が前、12 月ぐらいだったと思うんですけど、別の方に贈与したいというお話もあった

んですけども、そちらはちょっと家の都合とかでうまくまとまらず、今回新たに新規

就農の方にという事で出ております。 

 

7 ページからが図面になります。 

1 件目の譲受人さんが借り入れられる件は、駄地公民館のちょっと上の方ですね。 

次のページが上杉ですね。上杉公民館の近くですけれども、ここが売買となっており

ます。 

9 ページ目が平似田の売買となっております。 

10 ページが里郷ですね。赤枠で囲んである所の北側ですね。そこらへんが今持ってら

っしゃる土地という事でもうすぐそこの土地も一緒に作るというふうな内容です。 

11 ページが中岳です。かなり数はあるんですけど、実際茶畑は他の人に貸してるとい

う事で、譲受人さん自身が作るようにはならないようでですね、また貸し借りをされ

るのかなというような内容でございました。 

説明は以上です。 

 

それではですね、5件程ありますけども、順を追っていきたいと思いますのでまずは、

あの 1番の方からご意見とか何かございませんでしょうか。 

 

8 番の渡邉ですけど、この件につきましてですね、譲受人から私の所になんか土地が

ないだろうかとありまして、私が一応譲渡人さんの家に行ってですね、了解をもらい

まして、そして本人さんにお話をして、そして了解をしてもらいましたので。あと譲

受人さんは今言われたように経営拡大を目指してやっておりますので、別に問題は無

いと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

 

ありがとうございます。他にありませんか。 

無いようでしたらですね、採決に入りたいと思います。許可相当と思われる方は挙手

をもってお願いいたします。 



 

議長 

 

 

議長 
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議長 

 

 

 

議長 

 

議長 

 

山口委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

森計人委員 

 

 

山口委員 

（挙手多数） 

はいありがとうございます。許可相当となりましたので許可いたします。よろしくお

願いいたします。 

 

次にですね 2 番目よろしくお願いいたします。ご意見等ございませんか。地元委員さ

ん何かございませんか。 

 

元々会長からちょっとこの貸し借りの資書類を作っとってくれみたいな話があったの

で、西坂会長伝えでの話にはなるんですけれども、詳しく内容は聞いてないですけど

も、聞いたところはもう所有者さんが作れないからという事で、譲受人さんが買う相

談に来られましたという事で聞いております。特に何もこれを総会で言っとってくだ

さいみたいなことは聞いてないんですけれども。 

 

他にご意見はございませんか。 

ないようでしたらこちらも採決に入りたいと思います。許可相当と思われる方は挙手

をもってお願いいたします。 

（挙手多数） 

はい、ありがとうございます。許可相当ということで許可いたします。 

 

次ですね 3番目。よろしくお願いします。地元委員さん何ございませんか。 

 

6 番の山口です。所有者さんの方からはですね、ちょっと私の方にはお話は無かった

んですけど、この土地はもう何十年って、別の農家の方が耕作されてたんですよ。そ

れでお話を受けてみたら、うちはもうなくなったんですけど、所有者のお母さんと一

応貸し借りの話があって、最終的に売買をされるんだったら承諾しますという事でそ

の農家の方に話をされていたんです。それで１つ問題があってですね、地図の 9ペー

ジをちょっと開けてもらって、上の写真の方なんですけど、地図を見てもらって右側

ですね、細長く下の方に田んぼが下ってますよね。その一番下にその農家さんが耕作

されてる田んぼがあるんですよ。それで、そこに行くには今譲渡人さんの今度売買し

たいという田んぼを使わせてもらわないといけないらしいんですよね。それをその農

家さんの土地に行くのに使わせて頂ければこのお話は承諾しますという事を伺ってま

いりました。以上です。 

 

他にありませんか。 

 

7 番森です。先程言われたころですけど、地図の赤線でいけばハウスとダブってると

ころがあるんじゃないかなと思って。その辺はどうですか。 

 

あの大きい下の写真の右側ですね。 



 

森計人委員 
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事務局 

 

1040 番地ですかね、ハウスが写真で見たらダブってるんですが何がどうなってるのか

お聞きしたいと思います。 

 

すいません確認してません。 

 

先に山口委員さんからの話ですけれども、午前中にですね委員さんから連絡を頂きま

して、どういう状況かなと思って 3条の申請自体代理人さんがされてたので、そちら

の行政書士さんに一応そういう話があってるみたいですと電話を入れたら、午前中に

折り返しがありまして、農地を通ることには問題ありませんと。実際、近隣の農家さ

んの協力も頂きながらしないといけないと思いますのでという事で、その件について

は大丈夫という事で、実際山口委員さんが言われてたのは 1043 の下の方にその農家

さんの水田がありまして、おそらく田越しに通って行かないといけないんじゃないか

なというところでした。 

写真がちょうどみきれてるためですねわかりにくいんですけども。下の方に何筆かで

すねその農家さんの田んぼがありますので、その件については確認を取りました。 

森委員さんのおっしゃってた、確かに 1040 の一部がハウスが入ってるもんで、そこは

おそらく向こうさんもあまり意識をされてないのかなということでしたので、そこは

確実に今後も使えるようにという事で話は通しておくように。いちごを作られてると

思いますので。 

 

他にございませんか。 

 

2 番の森ですけど、先程森さんがおっしゃったように、今回はですね写真として私た

ちも見ても地番の番号も全くわからないんですけど、上の方の拡大図はいいんですけ

ど、下の 2枚の方ですね場所を言われてもわからない、地番がわからないんですよね。

っていうことでいえばもう少し大きくしておかないと。前から事務局もいろいろして

頂くときに今回の上と下あんまり変わらないんですよね。そこらへんもう少し大きく

して頂ければなと。 

 

あのですね、私もそれ考えたんですけど、ページがまたがると逆にわかりにくいかな

と思って、あえてこの 1 ページにで全て収まる範囲で作らせてもらってるんですよね。

で結果ちょっと小さくなったなとは思ってたんですけども。 

 

違いがわからないんですよ。 

それと関連ですけどここのもう一つ上の方の外れてるところがありますよね。983-2

の民家。なんでここだけ外れてるんですか。 

 

983-2 はですね、おそらく所有者が違うんだと思うんですけど、そもそも議事で上げ
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てないので、そこの土地についてはですね。譲渡人さんからのですね。おそらくそこ

ら辺まとめて売買をしたかったとは思うんですけど、違う人の土地だったか、もしく

は農地じゃないか、で、この許可申請自体には上がってないということです。 

 

他に何かありますか。 

それぞれですね隣接地に伴う移動とか何とかの問題につきましてはですね、当事者辺

りでしっかり話し合いをしてもらって、代々動けるような状態を作って頂ければいい

んじゃないかと思いますので、よろしくお伝えください。 

もうないようでしたら採決に移りたいと思いますけども、許可相当と思われる方、挙

手をもってお願いします。 

（挙手多数） 

はい、ありがとうございます。許可いたします。 

 

次よろしくお願いします。次 5番目になりますけども、地元委員さん。はいどうぞ。 

 

10 番田中です。事務局から 12 月に一度土地を借りたいということであったのですが

無理だという事で、3 月にまたありまして、そこの申請をされたのが譲渡人さんの土

地を借りて作りたいという事で、町外に今お住まいですけどそこはもう処分して 6 月

にこっちに移住したいという。23 日選挙日ですね。その時に来てもらえないかって言

ったら来てもらえて作業をしたわけです。まったく農業をしたことがないという事で、

譲渡人さんが 2,3 年は手伝って、慣れるまでやって行こうと思いますということで言

われたので、別に問題は無いかなと思います。以上です。 

 

他に何かありませんか。 

すいません 4番につきまして何かありませんか。先に飛ばしてました。 

あの、地元委員さん、何かございませんか。 

地元委員さんはどなたでしたかね、入江さん。里の方ですけどね。何も聞いていませ

んか。 

ないようでしたら４と５と採決したいと思いますけども。許可相当と思われる方挙手

をもってお願いいたします。 

（挙手多数） 

はいありがとうございます。許可相当という事で許可いたします。 

議案第１号が終わりましたけども次にですね、議案第２号農地中間管理事業による農

地利用集計計画についてという事で事務局よりお願いいたします。 

 

12 ページご覧ください。基盤強化法第 18 条第 1項の規定による農地利用集積計画(利

用権設定)について、基盤強化法の基本要網の第 9の 3 の(1)の規定により、農用地利

用集積計画案を決定するため審議を求めます。 

こちら 1 件だけですね。貸借権の設定という事で、遠目郷の 434，435 田 2 筆で 2,000
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議長 

㎡。公社を通じまして右の方に書いておりますけども、令和 3年度遊休農地判定とい

う事で、夏の皆さんの利用状況調査ですね、令和 3年度の時に A判定、もう遊休地だ

ということで判定がされて、その後所有者さんにどうしますかという意向調査をかけ

ました。中間管理事業を使って貸し借りをしたいですっていう回答を頂いておりまし

て、その辺の情報を開いて、借受人さんがちょうど涼しい所で野菜を作りたいと、ブ

ロッコリーを作りたいという事だったんですけれどもというところで、そこを借り受

けると言うことで話が進んでおります。なので実際ですね貸付人さんと借受人さん自

体は全然接点がなくて、まったく知らない人同士ではあったんですけども、うまく話

が進んだケースかなと思います。3年間で反の 3,000 円という事で出されております。

場所につきましては 13 ページに付けております。 

だいぶ荒れては来てるところなんですけども、その付近も他にも遊休農地あったんで

すけども、さしあたりこの 2 筆を借りたいということでございました。 

説明は以上です。 

 

それでは地元委員さん、出口さん何かありますか。 

 

4 番出口です。町外にその地主さんが住んでおらすとですけども、もう百姓の方は全

然できないと言ってですね、車の運転免許も返納しておらしたとです。たぶん３、４

年前までちょと乗りよらしたかな。それでもう全然できないでそのままになってたん

ですけど、作ってもらえる人がいればこれ幸いだと思っております。 

以上です。 

 

ありがとうございました。他に、他の委員さんありませんか。 

 

細かい事ですけどいいですか。6 番の山口です。あの 13 ページのですよ、貸付人さん

は借受人になって、借受人さんが貸付人になってると思うんですけど。すいませんそ

れだけです。 

 

すいません間違いです。上の 3行目ですね。借受人と貸付人が逆になってます。申し

訳ありませんでした。 

 

他にありませんか。今こういう風な遊休農地がこのように農業振興公社を通じて貸し

借りが出来ないか、また開けるんじゃないかと思うんですけども、他の地域について

もですね、いろんな場所があるんじゃないかと思いますので、それぞれみなさんもよ

く注意して観察していただいとけばいいんじゃないかと思います。 

他にないようであれば採決に移ります。許可相当と思われる方は挙手をもってお願い

いたします。 

（挙手多数） 

はいありがとうございます。許可相当という事になりましたので許可いたします。 
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福田光宏委員 

 

事務局 

 

その他事務局から。 

 

はい。ホッチキス止めの資料を配ってるんですけども、今日配った資料ですけども。

先月の総会で、転用して隣接地が営農できなくなったら困るというような話があった

ので、その後の処理についてまとめました。上から一応説明していきます。 

令和 5 年 3月総会における意見ということで、分業住宅地への転用という事で、転用

により住宅ができるのは問題ありませんけれども、町外からの転入者などが苦情をだ

して道で防除作業等が出来なくて、結果営農を断念しないといけないと、そういうや

つが出てくるんじゃないかという事で、何か対策ができないかということでした。 

総会に置きましては、さしあたり隣接農地の同意書にその旨を記載すると。あと他の

他市町の状況を確認しましょうという事だったんですけども。大村市に山口委員さん

のご親戚がいらっしゃるという事で話を通して頂いて、私も聞いてみたんですけれど

も、業者さんから最終的に個人さんによる売買契約書になって、その旨を追加しても

らえないですかっていう話をしているという事で、何か 1筆書かせているとかそうい

うことはなくて、結果までは特に確認はしていないという事で、一応一言言っている

というような状況でございます。 

隣接地の同意書につきましては次のページに新しいものを付けているんですけども、

ちょっといろいろ変えまして、大きく変えたのが真ん中辺で黄色で塗ってますけども、

ただし農薬の散布や機械の搬入など営農活動に支障が出ないこと、その他農地への被

害が発生した場合には、申請人の責により解決することを条件といたします。という

ことで、下の方には転用事業者さんがこういう条件を確認しましたという押印ももら

うように、という内容に改良しました。これで会長にも一応見て頂いて大丈夫なんじ

ゃないかということでございました。 

1 ページ戻って頂いてすいません。一番そうですね蔵本の転用、先月の分につきまし

ては、同意書を取り直すのはちょっと難しいなという話だったので、宅地の購入者と

の売買契約に特約事項みたいな形で追記をしますということになりました、それが 3

ページ 4 ページなんですけれども、3 ページは契約書の会社の部分です。あんまり何

も変わってないです。4ページの一番下ですね。容認事項という事で、5番、買主は本

物件の周辺環境について十分に把握・承諾の上購入することを前提とし、該当土地周

辺の農地における営農活動(農薬の散布・機械の搬入など)に支障を生じさせないこと。

万が一その他農地へ被害等を発生させた場合には、買主の責任と負担により解決する

こととします。という文言を追加して頂くという事になりました。今回こうやって契

約書にはっきり書いていただいたので、一番いい形だったんじゃないかなと思ってお

ります。何かこの件、ご意見等ございませんでしょうか。福田委員さんどうでしょう。 

 

ばっちりですよ。 

 

これで少しでもですね、今後、転用でのトラブルが減って行けばいいかなと思います。 

また何かありましたらよろしくお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あとすいません農業者年金のパンフレットを配っておりますけども、今までちょっと

説明はあまりしてこなかったので、今回 3部配ってるのは農家の方に配っていただく

用ということで、軽トラとかに入れて頂いて、自ら配って頂くという想定のもと配っ

ておりますので、ぜひいろんな方に配布をしていただきたいなと思います。 

簡単にちょっと内容を説明していきたいと思います。 

まずめくって頂いて 2ページ 3ページですね、あなたの老後の支えは大丈夫という事

で、国民年金が 40 年加入で月額約 13 万円、年額約 156 万円になるのに対して、老後

の平均統計が、高齢農家世帯月額 22 万円、年額 264 万円ということで、108 万円です

ね、ここだけみても下がるというような状態で、このように国民年金だけでは十分と

いえませんということで、プラスアルファの積み立てをしましょうというような内容

です。 

次のページですね、農業者年金の特徴という事で 1 から 6 まであるんですけども、1

番目が農業に従事する方なら広く加入できますという事で、年間 60 日間以上農業に

従事する方経営主の方はもちろん奥さんとか子供さんも OK です。国民年金の第 1 号

被保険者、普通の国民年金の加入者となっております。20 歳以上 60 歳未満の方です

ね。ただし、60 歳以上 65 歳未満の方も全員加入することができます。ちょっと下に

小さく書いてあります。 

特徴 2番、少子高齢化に強い年金です。途中で平成 14 年やったですかね、制度が大き

く変わりまして、それ以降は自分が積み立てた保険料とその運用益によってもらえる

額が決まるという事で、自分が収めた額がベースになりますので、損することはない

ですよというようなことが書いてあります。 

特徴 3、終身年金で 80 歳までの保証付きと。年金は生涯支給されます。受給者が 80

歳前に亡くなられた場合でも、死亡した翌月から 80 歳までに受け取れるはずであっ

た老齢年金の現在価値に相当する額が、一時金として支給されますと。 

特徴 4 が税制上の優遇借置という事で、支払った保険料は全額が社会保険料控除の対

象になります。節税につながるという事で支払った保険料の 15％から 30％はもう節

税につながる有利なものとなっております。 

保険料の額は自由に決められますということで 5 番ですね、保険料 2 万円から 6 万

7000 円の範囲で 1000 円単位で選ぶことができます。 

あと特徴の 6 番、保険料の国庫補助金がありますということで、認定農業者など一定

の要件を備えた方には、保険料、ただし 2万円なんですけども、一定の国庫補助が最

大 20 年ありますので、こちらが 8ページですねちょっと飛びますけども、ちょっと飛

ばして、8ページ 9 ページですね。 

保険料の国庫補助額という事で一番が認定農業者で、かつ青色申告者で 35 歳未満で

あれば 2 万の内 1万円は国庫補助がありますということで 1万円納めれば大丈夫と。

35 歳以上になっても 1万 4000 円、6000 円の補助がありますと言っております。 

2 番は新規就業者で青色申告者。3番については、さっき言ったやつの１または２の人

との配偶者または後継者で家族経営協定というのを作ってる方。４番については、認

定農業者又は青色申告者のどちらか一方で、３年以内にどっちにもなりますと。なの
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で 1番になりますということを約束した人はこれですね、できなくても特に何か罰則

があるという事もありません。ただ、3 年目以降は何も補助がなくなるというだけで

すね。これを約束した人でも OK です、となっております。5 番は 35 歳までに 1 番に

なることを約束した後継者ですね。 

そして次のページ 10 ページ 11 ページですね、公的年金ならではの税制上の優遇配置

という事で、さっきも言いましたように支払った保険料は全額社会保険料控除の対象

になるという事で、表に書いてありますけども、例えば月額 2 万円、年額 24 万円払っ

たとして、課税対象所得が真ん中のやつだったら 195 万超 330 万円以下であれば、4

万 8000 円分ですかね。これが保険料控除になるというような内容になっております。

かなり全体を通してなんですけども、こういう税制上の優遇もあるし、その積み立て

たお金で自分がもらうという事で、損することはないという事で、ちょっと昔の制度

では何か色々あったみたいなんですけども、今の農業者年金にとってかなり充実して

いるのかなと。私もまだあんまり勉強中ではあるんですけども、思っている所なんで

すね。 

後ですね、すいません、6ページ 7 ページ。1番ですけれども、７ページの 1 番認定農

業者の場合という事で、右のオレンジの所の農業経営を後継者などに譲ることで保険

料の国庫補助分の適用できますということで、20 年した方で、そういう後継者に移譲

したりすれば、プラスアルファで特例付加年金っていうのがまたプラスでもらえると

いうようなものがありますので、できれば 20 年ぐらいは入るのが一番いいのかなと

思っております。 

なので、推進を図るなら、30 代とかそこらへんが一番ちょうどいいのかな。なるべく

若ければ若いほど得はすると思うんですけども、30 代とかその辺のどなたかいらっし

ゃれば、ぜひ推進をはかって頂いてですね。老後に備えて頂くということをご説明頂

ければなと。詳しいことは事務局に聞いてみたらっていう事で、話を進めて頂いて結

構ですので。ぜひですね、誰か若手で 60 日以上働くような方がいらっしゃれば、どん

どん進めて頂いて委員さん伝手でも結構ですので、お話を頂きたいなという。 

 

昨年は何名くらい入られたんですか。 

 

一応ノルマが各市町ありまして、うちは 2名なんですけれども昨年も 2名確保してお

ります。本当はもっといっぱい入れた方がいいんでしょうけども、今、令和 5年度に

ついてもお 1 人非常に前向きな方がいらっしゃるので、あと内容を説明しておそらく

加入して頂けたら、その方は 38 か 9 ぐらいだと思います。なのでちょうど 20 年入れ

るかなと。あと、清心さん補足で何か、ぜひ。 

 

このパンフレットはただのきっかけづくりでありますので、分けて、興味のある方は

すぐ質問をされますので、その時は事務局に。私もすぐ説明しに行きますのでよろし

くお願いします。 
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個別に訪問とかもしますのでぜひ、ちょっとでも興味がある方は来ていただければと

思います。 

 

40 代とか 50 代とかは。 

 

全然損することはありませんし、控除もありますのでいいとは思うんですけれども。

よりいいのは若ければ若いほどかなと思います。 

 

年金もですね、それぞれ払うのも大変でしょうけれどもいい制度じゃないかと思いま

すので、それぞれ身近な方に農業していらっしゃる方がおれば進めて頂ければと思い

ます。 

議事に何かありませんでしょうか。 

 

すいません私の方から 3点ほどあります。１点目、最初に言うべきことだったんです

けども、4月の人事異動で人間が変わっとりますので、前に居りますのが木場です。 

その隣が会計年度任用職員という事で、中山です。 

よろしくお願いします。 

2 点目なんですけれども、3月の議会で可決したものだったので、先月お伝えするべき

だったんですけども私の方がすっかり忘れておりました。最後の議会で特別職の職員

の方、非常勤方も、報酬が改定をされました。農業委員さんと推進委員さんも改定を

されまして、昨年度までが、会長さんで 28 万 8000 円、これが今年度からは 32 万 2000

円。委員さんが 22 万 4000 円だった所が 25 万円で、推進委員さんにつきましては 19

万 2000 円だったものが 21 万 5000 円となります。この農業委員さんの報酬につきま

しては議会の議員の報酬を基に可決されておりまして、会長さんにつきましては、議

長の月額報酬。委員さんにつきましては一般議会委員の月額報酬を基準にしておりま

す。推進委員さんにつきましては、もともと 8000 円×24 月分で 19 万 2000 円とされ

ていたようですけども、それも今回上がったのと比率で掛けまして 31 万 4000 円に改

定されております。以上になります。 

3 点目につきましてはずっと言ってます下限面積の撤廃についてなんですけれども、

今回ちょっと欠席されている方が多いという事もあり、また今度、来月ですけれども

15、16、17 で県と県央地区の農業委員会会長、事務局長会議がありますのでそこでま

た詳しい説明があろうかと思いますので、来月の時に詳しく説明したいと思っており

ます。こちらからは以上です。 

 

全議事が終了いたしましたが、他になにか訪ねたいこと等あればよろしくお願いしま

す。 

 

タブレットですね、今年度は何台増える予定ですかね。 
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47：30 

 

今年度は増える予定はないです。昨年度ですね、7 台購入してまだアプリが完全に出

来上がっていない所があってですね、私もあまり触ってないんですけれども、なので

どこまで使えるかっていうのがはっきり今わからない状態なので、夏の利用状況調査

につきましては昨年度と同じような形式でやろうかなと思っておりますので。 

なるべく皆さんにご負担をかけないようにしたいと思っております。またタブレット

についても今後の動きがあればご説明させていただきたいと思います。以上です。 

 

農業新聞辺りを見るとですね、やっぱりタブレットの利用というのは結構されてます

から、そうした時に事務局の何か仕事も大分減るような話を書いてあるもんですから

ね。 

 

確かにその国の説明とかの資料を見ると、省力化につながるようなことは結構書いて

あるんですけども、まだまだちょっと本当かなっていうところが大きいですね。 

使えるものは当然、活用していきたいと思っております。ありがとうございます。 

 

他に何もなければ今日はちょっと早くなりましたけれども、これで終わりたいとけれ

ども、よろしいでしょうか。 

ご苦労様です。 

 

 

 

議案の顛末を記載し、相違ない事を証する。 
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